
【表紙】
 

【提出書類】 半期報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年12月21日

【中間会計期間】 第78期中（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

【会社名】 共栄火災海上保険株式会社

【英訳名】 The Kyoei Fire and Marine Insurance Company, Limited

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　助川　龍二

【本店の所在の場所】 東京都港区新橋一丁目18番６号

【電話番号】 03（3504）0131　（大代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　関　彰浩

【最寄りの連絡場所】 東京都港区新橋一丁目18番６号

【電話番号】 03（3504）0131　（大代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　関　彰浩

【縦覧に供する場所】 北海道支店

（札幌市中央区北三条西二丁目１番地）

中央支店

（さいたま市大宮区土手町一丁目２番地）

東関東支店

（千葉市中央区新町18番地10）

大阪支店

（大阪市北区西天満一丁目２番５号）

神戸支店

（神戸市中央区元町通五丁目１番６号）

九州支店

（福岡市中央区大名二丁目４番22号）

 

EDINET提出書類

共栄火災海上保険株式会社(E03850)

半期報告書

 1/35



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
提出会社の最近３中間会計期間及び最近２事業年度に係る主要な経営指標等の推移

回次 第76期中 第77期中 第78期中 第76期 第77期

会計期間

自平成28年
４月１日

至平成28年
９月30日

自平成29年
４月１日

至平成29年
９月30日

自平成30年
４月１日

至平成30年
９月30日

自平成28年
４月１日

至平成29年
３月31日

自平成29年
４月１日

至平成30年
３月31日

正味収入保険料 （百万円） 82,675 83,292 80,971 166,217 163,795

（対前期増減率） （％） (△2.53) (0.75) (△2.79) (△1.66) (△1.46)

経常利益 （百万円） 6,073 8,135 4,745 3,781 5,338

（対前期増減率） （％） (55.98) (33.96) (△41.67) (△61.35) (41.15)

中間（当期）純利益 （百万円） 4,205 5,923 3,520 2,281 3,634

（対前期増減率） （％） (43.06) (40.84) (△40.57) (△64.73) (59.29)

正味損害率 （％） 57.54 56.41 64.88 59.78 60.20

正味事業費率 （％） 35.75 35.24 36.36 36.30 36.47

利息及び配当金収入 （百万円） 4,293 4,448 4,668 7,884 7,982

（対前期増減率） （％） (△6.75) (3.62) (4.94) (△4.29) (1.24)

持分法を適用した場合の投資

利益
（百万円） － － － － －

資本金 （百万円） 52,500 52,500 52,500 52,500 52,500

（発行済株式総数） （株） (293,452) (293,452) (293,452) (293,452) (293,452)

純資産額 （百万円） 118,567 135,049 129,047 126,296 129,190

総資産額 （百万円） 631,238 648,648 624,396 640,027 640,691

１株当たり純資産額 （円） 404,103.86 460,277.13 439,822.69 430,444.28 440,308.93

１株当たり中間（当期）純利

益
（円） 14,334.38 20,188.58 11,997.96 7,775.91 12,386.57

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － 1,400.00

自己資本比率 （％） 18.78 20.82 20.67 19.73 20.16

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 8,066 9,556 525 3,803 4,519

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 15,745 5,304 7,783 7,706 △3,720

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △13,800 － △12,408 △13,800 －

現金及び現金同等物の中間期

末（期末）残高
（百万円） 37,898 40,458 22,297 25,597 26,396

従業員数
（人）

2,706 2,703 2,702 2,694 2,680

〔外、平均臨時雇用者数〕 〔402〕 〔393〕 〔382〕 〔403〕 〔390〕
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　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成していないため、最近３中間連結会計期間及び最近２連結会計年度に係る主

要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）÷正味収入保険料

３．正味事業費率＝（諸手数料及び集金費＋保険引受に係る営業費及び一般管理費）÷正味収入保険料

４．持分法を適用した場合の投資利益については、持分法適用対象会社がないため、記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】
　当中間会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３【関係会社の状況】
　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】
(1）提出会社の状況

 
  平成30年９月30日現在

従業員数（人） 2,702 〔382〕

　（注）１．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時

従業員数は〔　〕内に当中間会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いております。

 

(2）労働組合の状況

　労使関係について特に記載すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】
当中間会計期間において、経営方針、経営環境及び対処すべき課題等について、重要な変更はありません。

 

２【事業等のリスク】
　当中間会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
(1）経営成績等の状況の概要

①業績

当中間会計期間のわが国の経済は、企業収益と雇用・所得環境の着実な改善を背景に個人消費も持ち直し、緩や

かな回復基調が続きました。このような情勢の中、当社におきましては、中期経営計画『「未来へのナビゲーショ

ン」～未来をより確かなものとするために～』（平成28年度～平成30年度）の最終年度として、「企業収益力の強

化」「持続的成長と企業価値拡大に向けた態勢整備」「お客様のニーズに即した商品・販売スキーム・サービスの

開発力・提供力の強化」「女性・高年齢層の活躍促進と人材育成の強化」の４つの基本方針に基づく施策を実施し

てまいりました。

その結果、当中間会計期間の業績は、次のとおりとなりました。

経常収益は、保険引受収益が929億円、資産運用収益が37億円、その他経常収益が１億円となった結果、前中間

会計期間に比べ16億円増加し、968億円となりました。

一方、経常費用は、保険引受費用が778億円、資産運用費用が０億円、営業費及び一般管理費が140億円、その他

経常費用が１億円となった結果、前中間会計期間に比べ50億円増加し、920億円となりました。

この結果、経常利益は前中間会計期間に比べ33億円減少し、47億円となりました。

経常利益に特別利益、特別損失及び法人税等を加減した中間純利益は前中間会計期間に比べ24億３百万円減少

し、35億20百万円となりました。

 

当中間会計期間における保険引受の状況は次のとおりであります。

 

（保険引受の状況）

ａ）保険引受利益

 区分

 前中間会計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 (百万円)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

 (百万円)

 対前年増減（△）額
 (百万円)

保険引受収益 90,496 92,923 2,427

保険引受費用 72,622 77,883 5,260

営業費及び一般管理費 13,816 13,615 △200

その他収支 △400 △466 △65

保険引受利益 3,656 958 △2,698

　（注）１．営業費及び一般管理費は、中間損益計算書における営業費及び一般管理費のうち保険引受に係る金額で

あります。

２．その他収支は、自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。
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ｂ）種目別保険料・保険金

イ）元受正味保険料（含む収入積立保険料）

 区分

 前中間会計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
（△）率
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
（△）率
（％）

火災 15,089 15.55 4.07 15,087 15.59 △0.02

海上 1,298 1.34 7.28 1,425 1.47 9.78

傷害 17,412 17.95 △13.25 17,279 17.85 △0.76

自動車 30,363 31.29 △0.26 29,985 30.97 △1.25

自動車損害賠償責任 10,927 11.26 △2.50 10,701 11.05 △2.07

建物更新 4,996 5.15 △19.93 4,875 5.04 △2.42

その他 16,940 17.46 15.92 17,456 18.03 3.05

合計 97,027 100.00 △1.28 96,811 100.00 △0.22

（うち収入積立保険料） (5,302) (5.46) (△21.04) (5,166) (5.34) (△2.57)

　（注）元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を

控除したものをいいます。（積立型保険の積立保険料を含みます。）

 

ロ）正味収入保険料

 区分

 前中間会計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
（△）率
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
（△）率
（％）

火災 8,446 10.14 13.57 7,622 9.42 △9.75

海上 1,168 1.40 7.62 1,288 1.59 10.25

傷害 14,987 17.99 △13.84 14,952 18.47 △0.24

自動車 30,610 36.75 △2.15 29,630 36.59 △3.20

自動車損害賠償責任 10,557 12.68 5.03 9,547 11.79 △9.57

建物更新 1,607 1.93 △8.61 1,444 1.78 △10.15

その他 15,913 19.11 16.49 16,485 20.36 3.60

合計 83,292 100.00 0.75 80,971 100.00 △2.79
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ハ）正味支払保険金

 区分

 前中間会計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

金額
（百万円）

対前年増減
（△）率
（％）

正味損害率
（％）

金額
（百万円）

対前年増減
（△）率
（％）

正味損害率
（％）

火災 4,970 10.07 61.79 9,269 86.48 125.18

海上 731 △8.60 66.46 759 3.77 62.23

傷害 8,572 △8.70 63.22 7,779 △9.26 57.23

自動車 14,899 2.04 56.70 15,113 1.43 59.50

自動車損害賠償責任 7,026 △3.08 72.39 6,844 △2.58 78.11

建物更新 840 3.09 58.85 1,554 85.00 115.06

その他 4,788 △1.21 35.02 6,074 26.85 41.75

合計 41,829 △0.92 56.41 47,394 13.30 64.88

 （注）正味損害率＝（正味支払保険金＋損害調査費）／正味収入保険料×100
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（参考）単体ソルベンシー・マージン比率

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

(A）単体ソルベンシー・マージン総額 222,736 212,074

資本金又は基金等 73,876 77,396

価格変動準備金 2,899 3,012

危険準備金 － －

異常危険準備金 63,326 60,971

一般貸倒引当金 0 0

その他有価証券評価差額金・繰延ヘッジ損益

（税効果控除前）
71,305 67,475

土地の含み損益 △1,604 889

払戻積立金超過額 － －

負債性資本調達手段等 12,000 －

払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等

のうち、マージンに算入されない額
－ －

控除項目 2,462 2,462

その他 3,396 4,789

(B）単体リスクの合計額
46,001 45,697

一般保険リスク（Ｒ1） 14,242 14,356

第三分野保険の保険リスク（Ｒ2） － －

予定利率リスク（Ｒ3） 1,470 1,445

資産運用リスク（Ｒ4） 28,650 28,217

経営管理リスク（Ｒ5） 1,661 1,112

巨大災害リスク（Ｒ6） 11,020 11,629

(C）単体ソルベンシー・マージン比率
968.3％ 928.1％

［(A)／｛(B)×１／２｝］×100

（注）「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）及び

第87条（単体リスク）並びに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出された比率であります。

 

＜単体ソルベンシー・マージン比率＞

・損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立ててお

りますが、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発

生した場合でも、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

 

・この「通常の予測を超える危険」に対して「損害保険会社が保有している資本金・準備金等の支払余力」の割合

を示す指標として、保険業法等に基づき計算されたものが、「単体ソルベンシー・マージン比率」であります。
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・「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

①保険引受上の危険　　　　　　：

（一般保険リスク）

（第三分野保険の保険リスク）

保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨

大災害に係る危険を除く）

②予定利率上の危険　　　　　　：

（予定利率リスク）

実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発

生し得る危険

③資産運用上の危険　　　　　　：

（資産運用リスク）

保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することによ

り発生し得る危険等

④経営管理上の危険　　　　　　：

（経営管理リスク）

業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外

のもの

⑤巨大災害に係る危険　　　　　：

（巨大災害リスク）

通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生

し得る危険

 

・「損害保険会社が有している資本金・準備金等の支払余力」（単体ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保

険会社の純資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み損

益の一部等の総額であります。

 

・ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつであり

ますが、その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされております。

 

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、台風等の自然災害が多発したことに伴う保険金支払の増加などにより前

中間会計期間に比べ90億円減少し、５億円となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得

による支出が減少したことなどにより、前中間会計期間に比べ24億円増加し、77億円となりました。財務活動によ

るキャッシュ・フローは、借入金の返済などにより、前中間会計期間に比べ124億円減少し、△124億円となりまし

た。

以上の結果、当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ40億円減少し、222億円と

なりました。

 

③生産、受注及び販売の実績

「生産、受注及び販売の実績」は、損害保険業における業務の特殊性のため、該当する情報はありません。

 

(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。なお、

文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

①重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されておりま

す。中間財務諸表の作成に当たって採用している重要な会計方針につきましては、第５〔経理の状況〕の「重要な

会計方針」に記載しておりますが、当社は、特に以下の重要な会計方針及び見積りが、当社の中間財務諸表として

作成・報告される財政状態及び経営成績に大きな影響を及ぼすと考えております。なお、本項に記載した将来に関

する事項は、不確実性を内在しており、あるいはリスクを含んでいるため、将来生じる実際の結果と大きく異なる

可能性があります。

 

ａ）有価証券の減損

　当社は、市場の価格変動等のリスクのある有価証券を保有しており、価格の下落が著しくかつ一時的でないと

判断した場合、減損処理を行っております。将来において市況の悪化及び投資先の業績不振等により、有価証券

評価損の計上が必要となる可能性があります。

 

ｂ）貸倒引当金

　当社は、貸付先の支払不能時に発生する損失の見積額について、貸倒引当金を計上しております。貸付先の財

政状態が悪化し、その支払能力が低下した場合、追加引当が必要となる可能性があります。
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ｃ）繰延税金資産

当社は、繰延税金資産の計上に当たって、将来の課税所得の見積りに基づき、繰延税金資産の回収可能性を判

断し、回収の見込めない部分を評価性引当額として、繰延税金資産から控除して計上しております。経営環境の

変化等により将来の課税所得の見積額が変動した場合や、税制改正により税率変更等が生じた場合、繰延税金資

産の計上額が変動する可能性があります。

 

ｄ）支払備金

当社は、保険契約に基づいて支払義務が発生又は発生したと認められる保険金等のうち、まだ支払っていない

金額を見積り、支払備金として計上しております。このうち、既発生未報告の支払備金については、過去のデー

タに基づき、統計的見積法等により算出しております。将来において裁判の判例及び為替変動の影響等により、

支払備金の必要額が変動する可能性があります。

 

ｅ）責任準備金

当社は、保険契約に基づく将来における債務の履行に備えるため、責任準備金を計上しております。当初想定

した環境や条件等と実際の損害の発生等の結果が大きく変動した場合には、責任準備金の追加計上が必要となる

可能性があります。

 

ｆ）退職給付債務等

当社は、退職給付債務及び退職給付費用については、割引率や将来の退職率等の前提条件や年金資産の長期期

待運用収益率に基づいて算出しております。前提条件と実際の結果が異なる場合や前提条件を変更する必要が発

生した場合には、退職給付債務及び退職給付費用が変動する可能性があります。

 

ｇ）固定資産の減損

当社は、資産の時価の著しい下落及び収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった固定資産について

は、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額と使用価値のいずれか高い価額）まで減額し、当該減少額を減損損

失として計上しております。回収可能価額は、将来キャッシュ・フロー、割引率、正味売却価額など多くの前提

条件に基づいて算出しているため、不動産価格の下落や賃貸用ビルにおける賃貸収入の減少などにより前提条件

と実際の結果が異なる場合や算出の前提条件が将来変更された場合には、新たに減損損失の計上が必要となる可

能性があります。

 

②経営成績の分析

ａ）経常収益

当中間会計期間の経常収益は、保険引受収益につきましては、責任準備金戻入額が増加したことなどにより前

中間会計期間に比べ24億円増加し、929億円となりました。資産運用収益につきましては、有価証券売却益が減

少したことなどにより前中間会計期間に比べ８億円減少し、37億円となりました。その他経常収益が１億円と

なった結果、経常収益は、前中間会計期間に比べ16億円増加し、968億円となりました。

 

ｂ）経常費用

当中間会計期間の経常費用は、保険引受費用につきましては、正味支払保険金が増加したことなどにより前中

間会計期間に比べ52億円増加し、778億円となりました。資産運用費用につきましては、前中間会計期間と横ば

いの０億円となりました。営業費及び一般管理費につきましては、前中間会計期間に比べ２億円減少し、140億

円となりました。その他経常費用が１億円となった結果、経常費用は、前中間会計期間に比べ50億円増加し、

920億円となりました。

 

ｃ）経常利益及び中間純利益

経常収益から経常費用を差し引いた経常利益は、前中間会計期間に比べ33億円減少し、47億円となりました。

経常利益に特別利益、特別損失及び法人税等を加減した結果、中間純利益は前中間会計期間に比べ24億３百万

円減少し、35億20百万円となりました。
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③財政状態の分析

ａ）総資産及び純資産の状況

当中間会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ162億円減少し、6,243億円となりました。

純資産につきましては、前事業年度末に比べ１億円減少し、1,290億円となりました。

 

ｂ）リスク管理債権の状況

リスク管理債権として区分している破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ月以上延滞債権額及び貸付条件緩和債権

額の合計額につきましては、前事業年度末と横ばいの０億円となりました。貸付金残高に占めるリスク管理債権

の比率は、0.1％となりました。

 

ｃ）ソルベンシー・マージン比率の状況

当中間会計期間末の単体ソルベンシー・マージン比率につきましては、負債性資本調達手段等やその他有価証

券評価差額金が減少したことなどから前事業年度末に比べ40.2ポイント減少し、928.1％となりました。

ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつであ

りますが、その数値が200％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされておりま

す。

 

④資本の財源及び資金の流動性の分析

ａ）キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況の分析につきましては、「(1）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの

状況」に記載のとおりであります。

 

ｂ）資金の流動性

資金の運用にあたっては、巨大災害の発生に伴う保険金支払などに備えて、十分な流動性資産を確保しており

ます。

 

 

４【経営上の重要な契約等】
当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５【研究開発活動】
該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】
　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】
　前事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。また、当中間会計期間にお

いて、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】
(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 500,000

計 500,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行

数（株）
 （平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年12月21日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 293,452 293,452 非上場・非登録

完全議決権株式で

あり、権利内容に

何ら限定のない当

社における標準と

なる株式でありま

す。

なお、単元株式数

の定めはありませ

ん。

計 293,452 293,452 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

       該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
　 （株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
 （百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年４月１日

～

平成30年９月30日

－ 293,452 － 52,500 － 12,559
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(5)【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

全国共済農業協同組合連合会 東京都千代田区平河町２－７－９ 217,729 74.20

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１－13－２ 19,459 6.63

信金中央金庫 東京都中央区八重洲１－３－７ 17,857 6.08

三菱ＵＦＪニコス株式会社 東京都文京区本郷３－33－５ 1,786 0.60

全国農業協同組合連合会 東京都千代田区大手町１－３－１ 1,785 0.60

全国共済水産業協同組合連合会 東京都千代田区内神田１－１－12 1,785 0.60

日本コープ共済生活協同組合連合会 東京都渋谷区千駄ヶ谷４－１－13 1,785 0.60

全国労働者共済生活協同組合連合会 東京都渋谷区代々木２－12－10 1,785 0.60

株式会社きらぼし銀行 東京都港区南青山３－10－43 1,785 0.60

積水ハウス株式会社 大阪府大阪市北区大淀中１－１－88 1,785 0.60

大和ハウス工業株式会社 大阪府大阪市北区梅田３－３－５ 1,785 0.60

前田建設工業株式会社 東京都千代田区富士見２－10－２ 1,785 0.60

計 － 271,111 92.40

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】
 

    平成30年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 43

完全議決権株式（その他） 普通株式 293,409 293,409

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 293,452 － －

総株主の議決権 － 293,409 －
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②【自己株式等】
 

    平成30年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

共栄火災海上保険

株式会社

東京都港区新橋

１－18－６
43 － 43 0.01

計 － 43 － 43 0.01

 

２【株価の推移】
　該当事項はありません。

 

３【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

並びに同規則第38条及び第57条の規定に基づき「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠して作成し

ております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30

年９月30日）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による中間監査を受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。

 

３．中間連結財務諸表について
　「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第24号）第５条第２項の規定に

より、当社では、子会社の資産、経常収益、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企

業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏し

いものとして、中間連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、経常収益基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.09％

経常収益基準 0.06％

利益基準 0.66％

利益剰余金基準 1.97％
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１【中間財務諸表等】
(1)【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当中間会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

現金及び預貯金 27,975 23,861

有価証券 ※３ 520,094 ※３ 508,344

貸付金 ※４ 5,569 ※４ 5,192

有形固定資産 ※１ 50,369 ※１ 49,928

土地 ※７ 31,636 ※７ 31,635

その他の有形固定資産 18,732 18,293

無形固定資産 152 150

その他資産 28,488 27,164

その他の資産 28,488 ※２ 27,164

繰延税金資産 8,222 9,933

貸倒引当金 △182 △178

資産の部合計 640,691 624,396

負債の部   

保険契約準備金 469,588 465,822

支払備金 ※５ 63,312 ※５ 64,694

責任準備金 ※６ 406,276 ※６ 401,128

その他負債 26,927 14,069

未払法人税等 1,948 1,742

資産除去債務 219 220

その他の負債 24,759 ※２ 12,106

退職給付引当金 8,604 8,951

役員退職慰労引当金 147 158

特別法上の準備金 2,899 3,012

価格変動準備金 2,899 3,012

再評価に係る繰延税金負債 ※７ 3,332 ※７ 3,332

負債の部合計 511,500 495,348

純資産の部   

株主資本   

資本金 52,500 52,500

資本剰余金   

資本準備金 12,559 12,559

資本剰余金合計 12,559 12,559

利益剰余金   

利益準備金 2,952 3,034

その他利益剰余金 6,283 9,310

配当引当積立金 2,500 －

特別積立金 4,000 4,000

繰越利益剰余金 △216 5,310

利益剰余金合計 9,235 12,345

自己株式 △8 △8

株主資本合計 74,287 77,396

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 58,077 54,825

土地再評価差額金 ※７ △3,174 ※７ △3,174

評価・換算差額等合計 54,903 51,651

純資産の部合計 129,190 129,047

負債及び純資産の部合計 640,691 624,396
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②【中間損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

経常収益 95,185 96,826

保険引受収益 90,496 92,923

（うち正味収入保険料） ※１ 83,292 ※１ 80,971

（うち収入積立保険料） 5,302 5,166

（うち積立保険料等運用益） 1,694 1,635

（うち支払備金戻入額） ※４ 206 －

（うち責任準備金戻入額） － ※５ 5,148

資産運用収益 4,594 3,725

（うち利息及び配当金収入） ※６ 4,448 ※６ 4,668

（うち有価証券売却益） 1,573 688

（うち積立保険料等運用益振替） △1,694 △1,635

その他経常収益 94 176

経常費用 87,050 92,081

保険引受費用 72,622 77,883

（うち正味支払保険金） ※２ 41,829 ※２ 47,394

（うち損害調査費） 5,157 5,139

（うち諸手数料及び集金費） ※３ 15,538 ※３ 15,825

（うち満期返戻金） 9,790 7,983

（うち支払備金繰入額） － ※４ 1,382

（うち責任準備金繰入額） ※５ 217 －

資産運用費用 21 34

（うち有価証券売却損） 17 25

（うち有価証券評価損） － 0

営業費及び一般管理費 14,255 14,038

その他経常費用 150 124

（うち支払利息） 101 100

経常利益 8,135 4,745

特別利益 66 3

固定資産処分益 66 3

特別損失 201 277

固定資産処分損 12 13

特別法上の準備金繰入額 109 113

価格変動準備金繰入額 109 113

不動産圧縮損 － 82

その他 79 68

税引前中間純利益 8,001 4,470

法人税及び住民税 2,616 1,658

法人税等調整額 △538 △708

法人税等合計 2,077 950

中間純利益 5,923 3,520
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

         (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
配当引当
積立金

特別積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 52,500 12,559 12,559 2,952 2,500 4,000 △4,055 5,396 △8 70,447

当中間期変動額           

中間純利益       5,923 5,923  5,923

土地再評価差額金の取
崩

      46 46  46

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

          

当中間期変動額合計 － － － － － － 5,969 5,969 － 5,969

当中間期末残高 52,500 12,559 12,559 2,952 2,500 4,000 1,913 11,365 △8 76,417

 

     

 評価・換算差額等
純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

土地再評価差額
金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 58,817 △2,969 55,848 126,296

当中間期変動額     

中間純利益    5,923

土地再評価差額金の取
崩

   46

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

2,829 △46 2,783 2,783

当中間期変動額合計 2,829 △46 2,783 8,753

当中間期末残高 61,647 △3,015 58,632 135,049
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当中間会計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

         (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
配当引当
積立金

特別積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 52,500 12,559 12,559 2,952 2,500 4,000 △216 9,235 △8 74,287

当中間期変動額           

配当引当積立金の取崩     △2,500  2,500 －  －

剰余金の配当    82   △492 △410  △410

中間純利益       3,520 3,520  3,520

土地再評価差額金の取
崩

      △0 △0  △0

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

          

当中間期変動額合計 － － － 82 △2,500 － 5,527 3,109 － 3,109

当中間期末残高 52,500 12,559 12,559 3,034 － 4,000 5,310 12,345 △8 77,396

 

     

 評価・換算差額等
純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

土地再評価差額
金

評価・換算差額
等合計

当期首残高 58,077 △3,174 54,903 129,190

当中間期変動額     

配当引当積立金の取崩    －

剰余金の配当    △410

中間純利益    3,520

土地再評価差額金の取
崩

   △0

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額）

△3,252 0 △3,251 △3,251

当中間期変動額合計 △3,252 0 △3,251 △142

当中間期末残高 54,825 △3,174 51,651 129,047
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 8,001 4,470

減価償却費 928 886

減損損失 79 7

支払備金の増減額（△は減少） △206 1,382

責任準備金の増減額（△は減少） 217 △5,148

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 77 346

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19 10

価格変動準備金の増減額（△は減少） 109 113

利息及び配当金収入 △4,448 △4,668

有価証券関係損益（△は益） △1,808 △658

支払利息 101 100

為替差損益（△は益） △13 △3

有形固定資産関係損益（△は益） △18 82

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は増加）
4,592 1,345

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は減少）
△1,579 △673

その他 200 △81

小計 6,208 △2,490

利息及び配当金の受取額 4,711 4,978

利息の支払額 △99 △99

法人税等の支払額 △1,264 △1,863

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,556 525

投資活動によるキャッシュ・フロー   

預貯金の純増減額（△は増加） 30 15

有価証券の取得による支出 △21,128 △11,774

有価証券の売却・償還による収入 25,138 19,635

貸付けによる支出 △228 △1,194

貸付金の回収による収入 1,618 1,556

その他 2 △1

資産運用活動計 5,432 8,236

営業活動及び資産運用活動計 14,989 8,762

有形固定資産の取得による支出 △280 △541

有形固定資産の売却による収入 112 4

その他 39 83

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,304 7,783

財務活動によるキャッシュ・フロー   

借入金の返済による支出 － △12,000

配当金の支払額 － △408

財務活動によるキャッシュ・フロー － △12,408

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,860 △4,099

現金及び現金同等物の期首残高 25,597 26,396

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 40,458 ※１ 22,297

 

EDINET提出書類

共栄火災海上保険株式会社(E03850)

半期報告書

20/35



【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）子会社株式の評価は、移動平均法に基づく原価法により行っております。

(2）その他有価証券のうち時価のある株式の評価は、中間決算日前１ヶ月の市場価格等の平均価格に基

づく時価法、それ以外の評価は、中間決算日の市場価格等に基づく時価法により行っております。

なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原価の算定は移動平均法に基づいて

おります。

(3）その他有価証券のうち時価を把握することが極めて困難と認められるものの評価は、移動平均法に

基づく原価法により行っております。

２．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。

３．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産の減価償却は、定率法により行っております。

　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法により行っております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に基づき、次のと

おり計上しております。

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発生して

いる債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権については、債権額

から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額等を控除し、その残額を引き当

てております。

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額から担

保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の

支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額

に乗じた額を引き当てております。

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、それぞれの債権管理担当部署が資産査定を実施

し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の

引当を行っております。

(2）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につ

いては、期間定額基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（11年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理して

おります。

(3）役員退職慰労引当金

役員（執行役員を含む）の退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見込額

に基づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

(4）価格変動準備金

株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115条の規定に基づき計上しております。
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５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、中間決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

しております。

６．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、要求払預金及び

取得日から満期日又は償還日までの期間が３ヵ月以内の定期預金等の短期投資からなっております。

７．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

　ただし、損害調査費、営業費及び一般管理費等の費用は税込方式によっております。

　なお、資産に係る控除対象外消費税等はその他の資産に計上し、５年間で均等償却を行っております。

 

（表示方法の変更）

（中間貸借対照表関係）

前事業年度において、「有形固定資産」として一括表記していた「土地」は、金額的重要性が増したた

め、当中間会計期間より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度

の財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前事業年度の貸借対照表において、「有形固定資産」に表示しておりました50,369百万円は、

「土地」31,636百万円、「その他の有形固定資産」18,732百万円として組替えて表示しております。

 

（中間貸借対照表関係）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は次のとおりであります。

 （単位：百万円）

前事業年度
（平成30年３月31日）

当中間会計期間
（平成30年９月30日）

56,168 56,887

 

※２．収益に係る消費税等についてはその他の負債に計上し、資産に係る消費税等のうち控除対象消費税等及

び控除対象外消費税等未償却残高についてはその他の資産に計上しております。

 

※３．担保に供している資産は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

有価証券 485 478

合計 485 478

（注）信用状発行の担保として差し入れております。

 

※４．貸付金のうち破綻先債権等の金額は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

破綻先債権額 － －

延滞債権額 10 3

３ヵ月以上延滞債権額 － －

貸付条件緩和債権額 － －

合計 10 3

（注）破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本

又は利息の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を

行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸付金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政

令第97号）第96条第１項第３号イからホまで（貸倒引当金勘定への繰入限度額）に掲げる事由又は同

項第４号に規定する事由が生じている貸付金であります。

 延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図る

ことを目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。
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　３ヵ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸

付金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

　貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の

支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、破綻先

債権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債権に該当しないものであります。

 

※５．支払備金の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を

除く）
60,164 70,634

同上に係る出再支払備金 2,221 11,193

差引（イ） 57,943 59,440

地震保険及び自動車損害賠償責任保険に係る支払備金

（ロ）
5,368 5,254

計（イ＋ロ） 63,312 64,694

 

※６．責任準備金の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 164,795 164,671

同上に係る出再責任準備金 17,567 18,763

差引（イ） 147,227 145,908

その他の責任準備金（ロ） 259,048 255,219

計（イ＋ロ） 406,276 401,128

 

※７．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行

い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の

部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価を行った年月日　　　　　　平成13年３月31日

同法律第３条第３項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線

価に基づいて、奥行価格補正等の合理的な調整を行って算出したほか、第５号に定める鑑定評価に基

づいて算出しております。

同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の期末における時価の合計額と当該事業用土地の再評

価後の帳簿価額の合計額との差額

 （単位：百万円）

前事業年度
（平成30年３月31日）

当中間会計期間
（平成30年９月30日）

3,459 2,051

 

８．保険業法第91条の規定による組織変更剰余金額は次のとおりであります。

 （単位：百万円）

前事業年度
（平成30年３月31日）

当中間会計期間
（平成30年９月30日）

9,893 9,893

 

（中間損益計算書関係）

※１．正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
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  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

収入保険料 100,549 98,949

支払再保険料 17,257 17,978

差引 83,292 80,971

 

※２．正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

支払保険金 50,153 57,159

回収再保険金 8,323 9,765

差引 41,829 47,394

 

※３．諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

支払諸手数料及び集金費 16,980 17,231

出再保険手数料 1,441 1,406

差引 15,538 15,825
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※４．支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、(ロ)に

掲げる保険を除く）
△184 10,469

同上に係る出再支払備金繰入額 △114 8,972

差引(イ) △69 1,496

地震保険及び自動車損害賠償責任保険に係る支

払備金繰入額(ロ)
△136 △113

計(イ＋ロ) △206 1,382

 

※５．責任準備金戻入額（△は責任準備金繰入額）の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

普通責任準備金戻入額（出再責任準備金控除

前）
△291 124

同上に係る出再責任準備金戻入額 △525 △1,195

差引(イ) 234 1,319

その他の責任準備金戻入額(ロ) △452 3,828

計(イ＋ロ) △217 5,148

 

※６．利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

預貯金利息 0 0

有価証券利息・配当金 4,156 4,406

貸付金利息 72 45

不動産賃貸料 219 216

その他利息・配当金 0 0

計 4,448 4,668
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 293,452 － － 293,452

合計 293,452 － － 293,452

自己株式     

普通株式 43 － － 43

合計 43 － － 43

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

 

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 293,452 － － 293,452

合計 293,452 － － 293,452

自己株式     

普通株式 43 － － 43

合計 43 － － 43

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成30年６月25日

定時株主総会
普通株式 410 1,400 平成30年３月31日 平成30年６月26日

 

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  （単位：百万円）

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

現金及び預貯金 42,042 23,861

有価証券 517,820 508,344

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △1,584 △1,564

現金同等物以外の有価証券 △517,820 △508,344

現金及び現金同等物 40,458 22,297

 

２．投資活動によるキャッシュ・フローには、保険事業に係る資産運用業務から生じるキャッシュ・フロー

を含んでおります。

 

（リース取引関係）

該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

中間貸借対照表（貸借対照表）計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、

時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含めておりません（（注２）参照）。

 

前事業年度（平成30年３月31日）

   （単位：百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預貯金 27,975 27,975 －

(2)有価証券    

 その他有価証券 512,073 512,073 －

(3)貸付金 5,569   

 貸倒引当金(*) △5   

 5,564 5,605 40

資産計 545,614 545,654 40

借入金 12,000 12,072 72

負債計 12,000 12,072 72

(*)貸付金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
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当中間会計期間（平成30年９月30日）

   （単位：百万円）

 
中間貸借対照表

計上額
時価 差額

(1)現金及び預貯金 23,861 23,861 －

(2)有価証券    

 その他有価証券 500,324 500,324 －

(3)貸付金 5,192   

 貸倒引当金(*) △1   

 5,190 5,218 27

資産計 529,376 529,403 27

借入金 － － －

負債計 － － －

(*)貸付金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

 

(注１）金融商品の時価の算定方法

資　産

　(1）現金及び預貯金

預貯金は、主に短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を

時価としております。

　(2）有価証券

株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格、日本証券業協会の発表する「公社債店頭売

買参考統計値平均値」、取引金融機関から提示された価格等によっております。また、投資信託につい

ては、公表されている基準価格によっております。

なお、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」に記載しており

ます。

　(3）貸付金

貸付金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸付先の信用状態が実行

後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。固定金利によるものは、外部格付・内部格付、期間、担保・保証に基づいて、契約別に将来

キャッシュ・フローを見積もり、割引現在価値により時価を算定しております。なお、約定期間が短期

間のもの及び約款貸付は、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としておりま

す。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フロー

の現在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は中

間決算日（決算日）における中間貸借対照表（貸借対照表）価額から現在の貸倒見積高を控除した金額

に近似しており、当該価額を時価としております。

 

負　債

　借入金

借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、当社の信用状態は実行後大きく異

なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としてお

ります。固定金利によるものは、外部格付、期間に基づいて、契約別に将来キャッシュ・フローを見積も

り、割引現在価値により時価を算定しております。
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(注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の中間貸借対照表（貸借対照表）計上額は

次のとおりであり、「(2)有価証券」に含めておりません。

  （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

非上場株式及び組合財産が非上場株式

から構成されている組合出資金等
8,020 8,019

　　 (*)非上場株式及び組合財産が非上場株式から構成されている組合出資金等については、市場価格がな

く、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることができないことから、時価開示の対象とはして

おりません。

 

（有価証券関係）

１．満期保有目的の債券

　　　該当事項はありません。

 

　２．子会社株式及び関連会社株式

　子会社株式及び関連会社株式（前事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式47百万円、当中間会計期間

の中間貸借対照表計上額は子会社株式47百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難

と認められることから、時価及び時価と中間貸借対照表（貸借対照表）計上額との差額を記載しておりま

せん。

 

３．その他有価証券

　前事業年度（平成30年３月31日）

   （単位：百万円）

 種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

公社債 307,883 291,105 16,778

株式 102,405 39,738 62,666

外国証券 28,845 27,757 1,088

その他 7,219 5,495 1,724

小計 446,354 364,096 82,258

貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

公社債 18,066 18,351 △284

株式 2,903 3,216 △313

外国証券 42,032 44,316 △2,284

その他 2,717 2,864 △147

小計 65,719 68,749 △3,029

合計 512,073 432,845 79,228

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりません。
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　当中間会計期間（平成30年９月30日）

   （単位：百万円）

 種類
中間貸借対照表

計上額
取得原価 差額

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

公社債 273,111 258,801 14,310

株式 98,902 38,868 60,033

外国証券 29,836 28,097 1,738

その他 8,999 6,946 2,052

小計 410,849 332,715 78,134

中間貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

公社債 39,462 39,840 △377

株式 3,324 3,955 △631

外国証券 45,354 47,420 △2,066

その他 1,333 1,418 △85

小計 89,474 92,636 △3,161

合計 500,324 425,351 74,972

 （注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりません。

 

（金銭の信託関係）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額及び中間決算日における時価に前事業年度の末日に比して著しい変動

が認められないため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、損害保険事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

【関連情報】

前中間会計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

       （単位：百万円）

 火災 海上 傷害 自動車
自動車損害
賠償責任

建物更新 その他 合計

外部顧客への

売上高
8,446 1,168 14,987 30,610 10,557 1,607 15,913 83,292

（注）売上高は正味収入保険料の金額を記載しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

中間損益計算書の売上高の金額に占める本邦の外部顧客に対する売上高に区分した金額の割合が90％

を超えているため、地域ごとの情報の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

中間貸借対照表の有形固定資産の金額に占める本邦に所在している有形固定資産の金額の割合が90％

を超えているため、地域ごとの情報の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

       （単位：百万円）

 火災 海上 傷害 自動車
自動車損害
賠償責任

建物更新 その他 合計

外部顧客への

売上高
7,622 1,288 14,952 29,630 9,547 1,444 16,485 80,971

（注）売上高は正味収入保険料の金額を記載しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

中間損益計算書の売上高の金額に占める本邦の外部顧客に対する売上高に区分した金額の割合が90％

を超えているため、地域ごとの情報の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

中間貸借対照表の有形固定資産の金額に占める本邦に所在している有形固定資産の金額の割合が90％

を超えているため、地域ごとの情報の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

固定資産の減損損失については、重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額及び算定上の基礎については、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当中間会計期間

（平成30年９月30日）

１株当たり純資産額 440,308.93円 439,822.69円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（百万円） 129,190 129,047

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（百万円）
129,190 129,047

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
293,409 293,409

 

２．１株当たり中間純利益及び算定上の基礎については、次のとおりであります。

 
 前中間会計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当中間会計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

１株当たり中間純利益 20,188.58円 11,997.96円

（算定上の基礎）   

中間純利益（百万円） 5,923 3,520

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る中間純利益（百万円） 5,923 3,520

普通株式の期中平均株式数（株） 293,409 293,409

(注)潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2)【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第77期）（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）平成30年６月25日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  平成30年12月18日

共栄火災海上保険株式会社   

 

取締役会　御中  

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 臼倉　　健司　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 日下部　惠美　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる共栄火災海上保険株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第78期事業年度の中間会計期間（平成

30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株

主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、共栄火災海上保険株式会社の平成30年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成

30年４月１日から平成30年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示してい

るものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 
　（注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管して

おります。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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